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研究成果概要 
浜松ホトニクス社が、SiPMの問題点の多くを大幅に克服した新しいMPPC
の製品化を進めており、それらを入手して特性評価を行なった。有効受光面積

が3 mm × 3 mm(50µm)ピッチのMPPCからの信号をアンプを通してオシロ
スコープで見ると（例えばバイアス電圧が65.52 Vで室温が25℃のとき）、半
値幅が40 nsec程度で10 p.e.以上までクリアにフォトンカウントできている
ことがわかる。この信号を、DRS4を用いて読み込む試験をした。セルフトリ
ガーで波形を1Gs/秒で記録し、ピークサーチを行なって100 ns幅で積分した。
そのようにして求めた電荷量分布は、例えば2 p.e.でpeak to valley比が5倍以
上と、以前のEASIROCボードを用いた場合と比べ格段に光子数の分離が向上
した。これは、テールが短くなってパイルアップが減ったこと、波形をディジ

タル的に積分することにより、ノイズの混入を最小限にできたことなどが考え

られる。 
現在、3 mm × 3 mmMPPCの４×４アレイをテスト中で、引き続き8×8ア
レイ及び16×16アレイを入手し、性能を定量的に評価し、MPPCカメラの試作
につなげていく予定である。 
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